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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第107期

第１四半期連結
累計期間

第108期
第１四半期連結
累計期間

第107期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 128,585 130,884 540,859

経常利益（百万円） 7,245 7,343 35,202

四半期（当期）純利益（百万円） 3,498 4,499 22,216

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
10,735 25,458 51,171

純資産額（百万円） 281,538 343,766 320,217

総資産額（百万円） 532,247 608,221 601,958

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
20.34 26.11 129.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 48.4 51.8 48.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・経済政策等を背景とする円高の修正および米国経

済の堅調な推移により、輸出や生産が回復基調をたどる等景気回復に向けた動きが見られました。

　

　　自動車業界は、国内ではエコカー補助金の終了により需要が減少しましたが、米国市場では個人消費の増加等によ

り需要が増加しました。

　　電子機器業界は、スマートフォンやタブレット端末の需要は好調であったものの、これらの機器の普及により、デジ

タルカメラやハードディスクドライブの需要は低調となりました。

　　事務機業界は、プリンターおよび複写機ともに需要は堅調に推移しました。

　

　　このような環境の中、当社のセグメント別の業績は以下のとおりです。

　

　　シール事業におきましては、自動車向けについては、前期に実施されていたエコカー補助金の終了等により国内で

の需要は減少したものの、米国や東南アジアでの自動車生産が好調に推移したため、販売は増加しました。一般産業

機械向けについては、建設機械の需要について低調に推移してきた中国市場では底打ち感が出ているものの国内で

は落ち込み、販売は減少しました。その結果、売上高は681億６千５百万円（前年同期比2.1%の増収）となりました。

増収および為替による影響等があったものの、販売品目構成の変化による変動費の増加および新興国における人件

費等の経費増加により営業利益は57億７千７百万円（前年同期比14.9%の減益）となりました。

　

    電子機器部品事業におきましては、デジタルカメラやハードディスクドライブ向けの販売は低調であったもの

の、スマートフォンや自動車向けの需要が好調に推移したこと、および為替による影響により販売額は増加しまし

た。その結果、売上高は531億１千７百万円（前年同期比2.6%の増収）となりました。為替による増収効果があった

ものの、生産量の減少および固定費の増加により営業損失は25億８千２百万円（前年同期は９億６千７百万円の営

業利益）となりました。

　

　　ロール事業におきましては、プリンター・複写機向けの需要は上向いたものの、価格の下落および高耐久化による

複写機向け補修部品需要の落ち込みにより、販売は減少しました。その結果、売上高は67億４百万円（前年同期比

2.1%の減収）となりました。事業構造改革の進展による人件費・経費抑制等により営業利益は１億８千万円（前年

同期は４千１百万円の営業損失）となりました。

　

　　特殊潤滑剤等のその他事業におきましては、売上高は28億９千７百万円（前年同期比8.5%の減収）となりました。

販売品目構成の良化により営業利益は１億６千８百万円（前年同期比11.9%の増益）となりました。

　

　　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,308億８千４百万円（前年同期比1.8%の

増収）、営業利益は35億７千万円（前年同期比54.7%の減益）、経常利益は73億４千３百万円（前年同期比1.4%の増

益）、四半期純利益は44億９千９百万円（前年同期比28.6%の増益）となりました。

　

(2）研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は17億６千７百万円（前年同期比7.0％の増

加）となりました。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000,000

計 600,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 173,138,537 同　左
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 173,138,537 同　左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総数残
高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

－ 173,138,537 － 23,335 － 20,397

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

　 普通株式

(相互保有株式)

　 普通株式

    

77,000

    

459,000

－ －

完全議決権株式（その他） 　 普通株式 172,569,7001,725,697 －

単元未満株式 　 普通株式 32,837 － －

発行済株式総数 173,138,537 － －

総株主の議決権 － 1,725,697 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

ＮＯＫ株式会社

東京都港区芝大門１

－12－15
77,000 － 77,000 0.04

(相互保有株式)

山形オイルシール株式会社

東京都港区浜松町２

－２－16
177,000－ 177,0000.10

(相互保有株式)

昭和機器工業株式会社

埼玉県比企郡嵐山町

大字平澤110－１
100,000－ 100,0000.06

(相互保有株式)

東伸運輸株式会社

愛知県安城市尾崎町

堤下11－１
62,000 － 62,000 0.04

(相互保有株式)

東輝産業株式会社

大阪府八尾市跡部北

の町１－３－17
60,000 － 60,000 0.03

(相互保有株式)

正和シール販売株式会社

東京都豊島区長崎１

－11－16
30,000 － 30,000 0.02

(相互保有株式)

和喜輸送株式会社

東京都品川区西中延

１－７－３
30,000 － 30,000 0.02

計 － 536,000－ 536,0000.31

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平 

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 65,342 70,827

受取手形及び売掛金 ※1
 163,807

※1
 146,165

たな卸資産 64,525 61,971

その他 16,526 15,245

貸倒引当金 △751 △762

流動資産合計 309,451 293,448

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 66,438 73,780

機械装置及び運搬具（純額） 70,347 75,261

その他（純額） 43,682 40,927

有形固定資産合計 180,469 189,969

無形固定資産

のれん 73 65

その他 1,403 1,467

無形固定資産合計 1,477 1,533

投資その他の資産

投資有価証券 85,144 97,025

その他 25,705 26,525

貸倒引当金 △289 △280

投資その他の資産合計 110,560 123,270

固定資産合計 292,507 314,773

資産合計 601,958 608,221
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 61,251 45,387

短期借入金 81,541 86,453

未払法人税等 3,605 3,608

賞与引当金 8,150 5,385

事業構造改善引当金 1,503 1,388

その他 45,930 43,797

流動負債合計 201,982 186,021

固定負債

長期借入金 29,304 27,403

退職給付引当金 43,362 41,895

その他 7,091 9,133

固定負債合計 79,758 78,432

負債合計 281,740 264,454

純資産の部

株主資本

資本金 23,335 23,335

資本剰余金 22,450 22,450

利益剰余金 239,637 242,413

自己株式 △997 △883

株主資本合計 284,425 287,315

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,865 28,268

為替換算調整勘定 △13,832 △374

その他の包括利益累計額合計 9,032 27,893

少数株主持分 26,758 28,557

純資産合計 320,217 343,766

負債純資産合計 601,958 608,221
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 128,585 130,884

売上原価 105,325 108,428

売上総利益 23,259 22,455

販売費及び一般管理費 15,378 18,884

営業利益 7,881 3,570

営業外収益

受取配当金 387 527

持分法による投資利益 817 1,224

為替差益 － 2,105

その他 937 730

営業外収益合計 2,142 4,587

営業外費用

支払利息 696 691

為替差損 1,959 －

その他 122 122

営業外費用合計 2,778 814

経常利益 7,245 7,343

特別利益

固定資産売却益 57 236

受取保険金 1,295 894

その他 16 6

特別利益合計 1,368 1,137

特別損失

固定資産除却損 88 411

投資有価証券評価損 776 223

その他 78 4

特別損失合計 943 639

税金等調整前四半期純利益 7,670 7,841

法人税等 3,528 3,105

少数株主損益調整前四半期純利益 4,142 4,735

少数株主利益 644 236

四半期純利益 3,498 4,499
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,142 4,735

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,480 5,387

為替換算調整勘定 9,760 14,014

持分法適用会社に対する持分相当額 312 1,320

その他の包括利益合計 6,592 20,722

四半期包括利益 10,735 25,458

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,963 23,360

少数株主に係る四半期包括利益 1,771 2,098
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、連結の範囲の重要な変更はありません。

　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、持分法適用の範囲の重要な変更はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、一部の連結子会社は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

１．　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 147百万円 155百万円

　

２．　※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 1,880百万円 1,898百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 7,007百万円　 8,261百万円　
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,297 7.5 平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,730 10.0 平成25年３月31日 平成25年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位 ： 百万円）　

　

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

シール事業
電子機器
部品事業

ロール事業 その他事業

売上高                             

外部顧客への売上高 66,784 51,783 6,851 3,165128,585 － 128,585

セグメント間の内部

売上高又は振替高
735 8 － 170 914 (914) －

計 67,520 51,792 6,851 3,335129,499 (914) 128,585

セグメント利益又は

損失（△）
6,789 967 △41 150 7,866 14 7,881

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額　14百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位 ： 百万円）　

　

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

シール事業
電子機器
部品事業

ロール事業 その他事業

売上高                             

外部顧客への売上高 68,165 53,117 6,704 2,897130,884 － 130,884

セグメント間の内部

売上高又は振替高
890 8 － 192 1,091 (1,091) －

計 69,056 53,125 6,704 3,089131,976(1,091) 130,884

セグメント利益又は

損失（△）
5,777 △2,582 180 168 3,543 27 3,570

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額　27百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 20円34銭 26円11銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 3,498 4,499

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,498 4,499

普通株式の期中平均株式数（千株） 172,009 172,340

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

ＮＯＫ株式会社

取締役会　御中

監　査　法　人　日　本　橋　事　務　所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　茂寛　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 矢島　賢一　　印

 　  　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＯＫ株式会社の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＯＫ株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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